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１．データの在処：世界銀行 

<<https://databank.worldbank.org/reports.aspx?source=International%20Debt%20Statistics>> 

 

２．債務に関する主要 10 指標が前提＋α 

 

※Total change in external debt stocks (current US$)／対外債務残高増減 

①Net flows on external debt, total (NFL, current US$)／債務の純資金フロー 

②Net change in interest arrears (current US$)／未払い利子の純増減 

③Interest rescheduled (capitalized) (current US$)／利子のリスケジュール（資本化） 

④Debt forgiveness or reduction (current US$)／債務免除・減額 

⑤Cross-currency valuation (US$)／通貨間評価 

⑥Residual, debt stock-flow reconciliation (current US$)／残差 

 

３．パリ・クラブによる債務救済 

 

⑴措置 

①債務繰延 

②債務削減 

 

⑵展開 

ターム 導入 対象 削減率 繰延（据置）（最長） 

    ODA 非 ODA 

クラッシック   × 10 年（5 年）  

トロント↓(*) 1988 年 最貧国 33％  25 年（14 年） 

ヒューストン 1990 年 低中所得国 × 20 年（10 年） 15 年（2～3 年） 

ロンドン↓(*) 1991 年 最貧国 50％  30 年（12 年） 

ナポリ↓(*) 1994 年 最貧国 67％  40 年（16 年） 

リヨン↓(**) 1996 年 HIPCs 80％  40 年（16 年） 

ケルン↓(**) 1999 年 HIPCs 90％か↑ 100％ 125 年（65 年） 

エビアン（アプローチ） 2003 年 HIPCs 以外 条件毎 条件毎 条件毎 

参考：㈱日本貿易保険等。 

 

以上 


